大 
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『斷枝片葉』-1誘ハレー 


モノ、如キ、ノ合抱ノ老樹ナンドモ年々其末梢、ノ寒氣二枯死ス朝鮮- i テハやちだも、けやき、免んじ®卜共二最 
モ大木トナル #このてが L は ハ忠淸北道丹陽郡梅浦面- r グハ山中一一純林ヲ成ス此種ハ自生地未詳一ーテ其 
本土ハ朝鮮./如ケンドモ梅浦面ノ自生樣林ノ附近-ーハ舊新羅ノ寺院ノ遺跡アリト云へバ未ダ朝鮮本來ノ自生品 
卜謂フヲ得ズ (未完) 

〇『斷枝片葉』一_誘ハレテ 

東京植物同好會會員 中尾淸太郞 

はんげノ意義 二 就 X 半夏ノ名稱ハ上ハ神農本草經ヨリ下ハ本草綱目-ーモ出テヰグノデス カラ 之ヲ世人ガ聞キ 
慣レヌ鴉柄杓ナドノ和名デ稱へ 〆 ヨリハイッソ支那的二半夏卜呼ンダ方ガ興味ガアリハシナイカト思ヒマス先 
ブソレハ本草 カラ デナ ク曆カラ 見7-「五月、半夏生」卜云フノ、 ノドウ 云フ譯カト考へ テミ マス/一ーソンハ彼/ 
地ノ 五月 ノ氣候 デ ハ 「半夏生ズ 」〆 ユヱニコノ頃ヲ 「半夏生」卜云ッタモノデス カラ ソ/植物ノ名ハ半夏デ名 
ノ由來ハ即チ「半夏一一生ズ 〆 草」(半夏トハ蓥シ夏ノ半バノ意〕ダカラ半夏卜呼ンダモノト思ヒマス、ソレ故 
私ハ之ヲ單二はんげ卜呼ンダ方ガ其由來-1對シタオモシロイカト存ジマス 籲椅ノ訓ミ方.二就テ掎ヲ$ 
S ぎ6卜訓ンデ斗マスガ私ハ自分ノ日本語ノ知識カラ S S 卜云フ綴方ハ無イト思ヒマス大抵ノ植物學書ニハサ 
クナッタキマスガコレハ恐 ラクい ひぎり(飯桐)デ古ハ此樹/葉>!飯ヲ包ンダカラダト云フ『言海』ノ著者ノ 
說一一私ハ賛意ヲ表スダモノデアリマス • 何首烏ノ蓽日 外出版サレタ某農學士ノ「新藥栽培書」 (？) ヲ 
一寸見マスト「烏首何」卜出グヰマシタガ此著者ハ此植物ノ名稱モ又其植物自體ノ事モヨク知ラナイデタ、> 引 
用ノ書物一一「烏首何」卜誤植ガシテアッタノヲ其儘採用シタノダラウト思ヒマス ⑩おほいぬふぐ〇其他一一 
就テ議論ヲスレバ長クモナリマスガ私ハ疾クヨリ野草改良卜云フ意見ヲ懷イタキ，者デアリマスソンヲ煎ジ 
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號六第卷二第誌雜究硏物植 


詰 メー7* 申シマストタトへパお ほいぬふ r う /ヤクナ モノハ栽培改良スレバ立派ナ觀賞植物ニナ，ノデソシテ 之 
ヲお ほ - v > ぬ ふぐうナドヽ 云 ハズ乇ツト好イ名二改メ 〆 ノデ(別名ニハ天人唐草、 へう たん r's ナドノ惡ク モナ 
イ名モアリマ スガ) トニカク 良種 ヲ造リ 好名ヲ附シテ野草ヲ改良シ タイト 思ヒマスサ クス レバ お ほ s ぬふぐ 6 
ハ舶來ノ忘るな草一一對抗シしびとばなハ風鳥草一一匹敵スル價値ガ十分 一 ー ア， 卜信ジ マス 

〇杜仲軒赭鞭夜話(三) 

橫濱植物會會員杜仲軒主人 久內淸 孝 

川原慶賀ノ「慶賀寫眞草」 二つゆく s(commelilla communis , L .) デ莖葉截等|一 毛茸ヲ帶ブ，モノニ種ヲ擧ゲ 
ーヲけつゆく S 他ヲ竹葉菜トシテア，今近道所產ノモノヲ檢シテ見 〆 卜毛/ア 〆 モノトナキモ/卜兩者共二存 
在ス广佘リ大キナ問題デハナイガ坊間行ハル、 書一ー ハ毛 / 有無-一關シ何モ明記シテナイモノガ多イ樣二思ハレ 
，其レハ別問題トシテ此草本ヲ英國デハ栽培シテ其地下莖ヲ食用-一供ス 〆 場合モアダト云フ事ヲ或書物デ讀ン 
ダ事ガア，ガ救荒本草啓蒙、大和本草等ニハ染料植物トシテノミ記シテアツテ本草綱目一ーハ「紫莖竹葉嫩時可 
食」トアレドモ尙地下莖ノ用クべキヲ示シテナイ、此「慶賀寫眞草」/版木ヲ基トシ明治年間之レーー彩色ヲ加 
ヘーグ大阪ノ書肆デ板行シクモノガアツ*ブ書名ハ「草木花實寫眞圖譜」トナツテ居 〆 •百部 百部 ( ste — 
japonica, Ms .} ハ支那原產ノ蔓草ナンドモ邦內 一！栽培サレタ居 〆 處ガア，其根ハ百部根トシテ藥種屋デ求メ得 
ラレ 〆 此根ヲ能ク煎ジタ温湯デ頭髮ヲ洸滌スルト毛虱ノ退治一一效ガアル近頃 小 學兒童間一一往々毛虱ノ傳播ヲ見 
ルコトガアルカラ學校衞生ノ衝-!當,方ハ實驗シテ戴キタイ尤モコレハ余輩ノ智識デハナク本誌二度々寫眞ヲ 
提供ス，淸水藥劑師ノ說話デアルガ汪詡菴 # 其著「本草備要」-1「有 小 毒殺蚜蟯蠅虱一切樹木蛀 虫」 卜記シテ 
居 〆 ❼蕹菜 九月中旬頃橫濱ノ支那町ヲ往來スルト八百屋ノ舖頭見馴レヌ野菜一一逢着ス，はうれんさう 
ノ如ク束トナシテアッテ淡綠色デアリ且時期ハ異 V ドモー見 S つま V 1 もノ苗ノ如ク見ュル豨二/其束二ひるが 


杜仲軒赭鞭夜話(三〕 




